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設問Ａ  
子供の脳の発達速度が一様であった１９６９年に比べ、１９７９年の子供は脳の発達が

遅くなっている。図１より、１９６９年の子供は中学になると不活発型を示さなくなるが、

１９７９年の子供は依然として約２割の子が不活発型を示している。図２より、１９６９

年の子の多くが小学校低学年から中学年にかけて興奮型を示すが、１９７９年の子はやや

遅れて小学校高学年に興奮型を示す場合が多い。図３より、１９６９年の子で活発型を示

す子の多くは小学校高学年である。一方、１９７９年の子供は小学校４年頃までに活発型

へと移行してしまう早熟型と小学校高学年になっても不活発型や興奮型の段階にいる脳の

発達が遅い子とに、二極化している。  
 
設問Ｂ  
脳の発達速度が全体的に遅くなっているという傾向は、現在でも同様に続いている。こ

の傾向の原因は主に、現代社会の簡便化とそれに伴う人との触れ合いの減少の二つが考え

られる。一度便利な生活を手に入れた我々が、機械を捨てた生活に立ち戻ることはできな

い。よって、子供たちの脳を十分に発達させるためには、子供の周りにいる大人たちが人

との触れ合いのできる環境づくりに取り組む必要がある。具体的には、区や市が地域活性

化の行事開催に力を入れることや、学校が老人ホーム訪問や地域清掃などのボランティア

活動、職場体験などを教育として積極的に取り入れることを通じて、子供に人と人との触

れ合いの場を提供することが考えられる。  
 
 


